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I .  序論  

1 .  研究の背景  

(1 )  サッカーの特性  

 サッカーは世界的な規模で行われており 1 0 )，22人が広いピッチの中

を絶えず流動的に動き，目まぐるしい攻守の入れ替わりがあるため，ゲ

ーム活動がより多様で複合的な競技とされている 1 9 )．後藤ら 3 )はこれを

「シュート型ボールゲーム」と位置付けている．その勝敗は非常に分か

りやすく，唯一チームの得点数の差で決定する 1 )．樋口 4 )は， 2008年の

北京オリンピック時点でオリンピック種目であったシュート型ボールゲ

ーム（バスケットボール，ハンドボール，ホッケー，サッカー）のうち，

「 1  試合平均得点」と「 1  分間平均得点」から，サッカーが最も得点の

入りにくいシュート型ボールゲームであると述べている．つまり，サッ

カーにおいて，攻撃面においては得点を奪うこと，守備面では失点を防

ぐことが勝敗を決定する最大の要因であると言える 4 )．  

 

(2 )  組織的なサッカー  

近年の女子サッカーは組織的な戦術がとられている． FIFA 女子ワー

ルドカップドイツ 2011  JFA テクニカルレポート 2 6 )によると，前回大会

に 比 べ ， ゴ ー ル に 至 る プ レ ー に お い て ， セ ッ ト プ レ ー に よ る 得 点 が

34.2％から 20 .9％と減少し，逆にウイングプレー（サイドを起点に突破

の糸口を見出す攻撃）からの得点が 14 .4％から 29 .4％に増加している．

また，表 1 より 2007 年大会に比べ 2011 年大会の 1 試合平均得点が約 7

点減少し，初めて 2 点台を記録している．  2007 年大会においては，高

い位置からボールを奪いに行くチームと一度帰陣し守備を形成してボー

ルを奪うチームとに守備組織のスタイルが二分していた 2 )．2011 年大会
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は前回大会に比べ，高い位置からボールを奪う必要はないが，攻撃から

守備への切り替え際に，その場でボールを囲む速さ，守備組織を形成す

る速さが際立った 2 6 )．ボールを失った際，まず近くの選手たちが集団と

してボールにプレッシャーをかけ，相手のポゼッションの継続を防ぐ．

それが突破された，または数的不利な局面をつくられた場合は，スピー

ディーに帰陣し，再度集団としてボールを奪うための守備態勢を整えて

いた 2 )．以上の強固な守備の戦術傾向から，2011 年の 1 試合平均得点が

減少したと言える．日本サッカー協会 2 6 )は，今後もこのような集団で機

能する守備組織がスピーディーに形成されていくと予測している おり，

このことから， 1 試合平均得点が減少し，ますます得点を奪うことが難

しくなると予測できる．  

 

表 1 女子ワールドカップ 1991 -2011 年とオリンピック女子サッカー競

技 1996-200 年における得点の推移 2 ) 1 1 )  

 

 

 

年 開催国/開催地 総ゴール数 総試合数 1 試合平均得点 優勝国 

1991 中国 99 26 3.81  アメリカ 

1995 スウェーデン 99 26 3.81  ノルウェー 

1996 アトランタ 53 16 3.31  アメリカ 

1999 アメリカ 123 32 3.84  アメリカ 

2000 シドニー 42 16   2.62  ノルウェー 

2003 アメリカ 107 32 3.34  ドイツ 

2004 アテネ 55 20 2.75  アメリカ 

2007 中国 111 32 3.47  ドイツ 

2008 北京 66 26 2.53  アメリカ 

2011 ドイツ 86 32 2.69  日本 

＊色掛けされているのはオリンピック大会を示す 
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 先述したような強固となった守備組織を崩すために，攻撃面としては

ファストブレイクの質や強固な守備ブロックを突破するスピーディーな

パスの質が 2011 年大会では求められるようになった 2 6 )．それは，狭い

スペースでスピーディーな質の高いパス回しができる日本やフランスが

台頭してきたことでも証明できる．また，先述したようにウイングプレ

ーが増加したことからも，組織的に形成された守備網に対して，プレッ

シャーの緩くなるサイドを起点に攻撃し，得点に繋がる傾向が見られた

ことが分かる．以上のことから，攻守において組織的で質の高いサッカ

ーが求められるようになってきたと言える．  

 

(3 )  女子サッカーにおけるシュートの先行研究の現状  

シュートや得点に焦点をあてた研究の現状は，セットオフェンス 1 2 )

やシュート場面 1 6 )など数多く存在し，「サッカーゴールへの科学：科学

的分析に基づいた確率の高いシュート」 1 3 )という書籍においても男子に

ついては分析されている．しかし，昨年夏に行われた第 6 回 FIFA 女子

ワールドカップドイツ大会（以下，ドイツ W 杯）におけるなでしこジャ

パンの活躍により，注目を集めている女子サッカーではあるが，女子サ

ッカーを対象とする書籍は存在しない．また女子サッカーのシュートに

関する先行研究では，徐ら 8 )によって，世界の女子サッカーにおけるシ

ュート傾向については研究されているが，それ以降シュートの傾向分析

に関する先行研究は現在筆者が探す限り見当たらない．更には，日本サ

ッカー協会 2 6 )や FIFA 2 )によって発表された第 6 回 FIFA 女子ワールド

カップドイツ大会のテクニカルレポートではゴールシーンのデータ分析

は行われているが，ゴールとならなかったシュートシーンを含むシュー

トの傾向分析は行われていない．  
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上向ら 2 2 )において男女差によるシュートの傾向分析がなされている．

その研究において，「男子の 1 試合平均得点 2 .21 点に比べ女子は 3 .81

点とかなり得点が高いようであった」，「得点時間については，女子で

は前半に得点する傾向が高く，男子では後半に得点する傾向が高かった」，

「シュートを打った身体部位については，女子に比べ男子のヘディング

シュートが全体の 4 分の 1 と比較的多いのに対し，男子に比べ女子では

スライディングシュートの割合が高かった」と述べられている．これら

のことから，同じサッカーではあるが，男子のシューター・ゴールキー

パーの身体能力に合わせたシュートの傾向の分析結果が全て女子サッカ

ーにおいて当てはまるとは限らないと思われる．そこで現在の世界の女

子サッカーにおけるシュート傾向を研究，調査したいと考えた．  

 

 

2 .  研究の目的  

本研究では，ロンドンオリンピック 2012 の女子サッカー競技におけ

る全 26 試合，計 714 本のシュートシーンについて分析を行う．分析の

内容については，得点をするために試みられたシュートに関して，シュ

ートの結果（終末局面），シュート前の状況（準備局面） 9 )，シュート

の地点，用いられたシュート（キック）の種類，及びシュート時間のそ

れぞれについての現状把握を行い，今大会におけるシュートの傾向をは

っきりと把握することを目的とする．  

今大会におけるシュートの現状を把握することで，ボールをどのよう

な方法を用いてピッチのどの地点で獲得したか，そしてそのボールをど

の地点でどのような方法によってシュートまで至ったか，どのような地

点で放たれたどのようなシュートが多いのか，また得点する確率の高い
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シュートはどのような形なのか，を把握する．更に，世界の女子サッカ

ーにおけるシュートシーンの現状を明らかにするばかりでなく，国別の

シュートの傾向も把握する．  

先述 した よう に男 子サ ッ カ ーに おけ る シ ュー トや 得点 に焦 点を あて

た研究・報告は数多くみられる．これらは，極論するならば，シュート

や得点に関わる各種要因についていかにすれば得点する可能性が高まる

かを示唆するものである．つまり，これらの要因は，そのサッカーのレ

ベルを知るための一指標として用いることができると考えられる． 本研

究において，一指標となる女子サッカーに関する分析データを豊富に示

すことによって，今後，女子サッカーを指導する際の戦術・戦略を通し

ての指導論，またはシュート練習時の指導に役立てていきたいと考えて

いる．これは，強いては日本の女子サッカーの戦術戦略に役立てること

ができると考えている．  

日本サッカー協会が派遣したテクニカルスタディーグループ（ TSG）

の一人であり，なでしこジャパンのゲーム分析スタッフとしてロンドン

オリンピックで活動した堀野氏 5 )によると，トップスポーツの世界では，

高度化・専門化が進んでおり，勝敗はわずかな差で決せられるため，「情

報戦略」への取り組みは，そのような拮抗した戦いの中で勝敗を決する

一つの要因であると述べられている．TSG によるトップスポーツの分析

（情報戦略）は，オリンピックの戦いだけでなく，図 2 のような流れで

次世代の選手育成にも大きく反映されている．このように，TSG 活動を

通して世界を意識した選手を地道に継続して育成してきたことが，なで

しこジャパンの躍進と広く日本サッカー発展の一助となっている 5 )．  
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図 1 選手育成コンセプト共有の流れ 5 )  

 

また，JFA 女子テクニカルレポート 2009 7 )によると，日本サッカー協

会では日本の進むべき方向性を Japan ’s  way と称して示しており，「日

本人の持つ，勤勉さ，組織力，持久力，技術，チームワークを生かして

チーム全員が攻守に関わり，ハードワークするサッカー」 2 7 )を目指して

いる．そして，各年代の指導者はそのサッカーを確立するために日本の

進むべき方向性を共有することが重要であるとされている 7 )．本研究は，

その方向性を目指す女子サッカーの指導現場において，一貫指導のジュ

ニア期から育成年代へも，ブレイクダウンとしてのシュートのカリキュ

ラムなどへ反映することができるといった選手育成の一助となると考え

る．  

 

3 .  本稿の概要  

 本稿では，まずⅡ章で本研究における分析方法についての説明を行っ

た．Ⅲ章では決勝トーナメント進出チームと予選リーグ敗退チームの予

選リーグにおける得点数とシュート数を比較した上で，決勝トーナメン

ト進出チーム全体の試合分析結果を明示した．そしてこれらの考察を行

った．Ⅳ章では結論を示した．  

 

 

 

TSG活動 
トレセン 

コーチ 

トレセン 

指導者講習会 
選手指導者 
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本稿で使用する略語  

「 PA」：ペナルティエリア  

「 GA」：ゴールエリア  

「 FK」：フリーキック  

「 CK」：コーナーキック  

「 PK」：ペナルティキック  

「 TIN」：スローイン  

「 SP」：セットプレー  

「 GK」：ゴールキーパー  

 

本稿で使用する語の定義  

・「速攻」：相手の守備組織が整う前に行う攻撃  

・「遅攻」：整った相手の守備組織を崩す攻撃  

・「ショートシュート」：ゴールから 25m 以下の距離から放たれたシュ

ート  

・「ロングシュート」：ゴールから 25m を超えた距離から放たれたシュ

ート  
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I I .  方法  

1 .  実験対象  

実験の対象とした試合は，ロンドンオリンピック 2012  女子サッカー

競技の予選リーグ・決勝トーナメントを含む計 26 試合であった．本研

究では，攻撃シーンのうち，シュートが放たれたシーンを分析対象とす

るため，その場面は 711 シーンであった．  

 

2 .  実験方法  

DART FISH Team Pro（ダートフィッシュ・ジャパン）を使用し，録

画されたテレビ放送の映像からシュートが放たれたシーンを抽出し，そ

れぞれのシーンについて，シュートの結果，シュート前の状況，シュー

トの地点，用いられたシュート（キック）の種類，及びシュート時間そ

れぞれについて調べた．ただし，以上の分析項目のうち不明確な項目が

あったシュートシーンは分析対象から除外した．  

まず，シュート局面において，攻撃の開始から終了までを鈴木ら 1 7 )を

参考に「準備局面」，「レシーブ局面」，「打球局面」に分類し（図 1），

本稿におけるシュートの局面図解を作成した．  
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図 2 シュートの局面図解  

 

SP  は， UEFA EUR O 2008  JFA  テクニカルレポート 2 5 )を参考に，リ

スタートプレーのうち攻撃側チームが攻撃を組み立てる必要がなく，シ

ュートチャンスで開始される攻撃とした．したがって， F K， C K， P K，

TIN を SP  と呼び，キックオフ，ゴールキックは SPに含めないものとし

た．また，シュートに至るまでにパスを 4  本以上経由した攻撃は，樋口

4 )を参考に F K， C K， TIN で開始された攻撃であってもポゼッションプ

レーと同様に扱うこととした．  

そして，シュート前の状況とシュートの地点を分析するために，フィ

ールドの分割を行った．井上ら 6 )， Pol lard  e t  a l . 1 4 )，矢竹ら 2 3 )は，フィ

ールドを図 3 -1  のように横に 6  分割した．吉村ら 2 4 )，城戸ら 1 5 )，矢竹ら

2 3 )は，フィールドを図 3 -2  のように縦に 3  分割した．さらに，矢竹ら 2 3 )，

オープンプレー

速攻

トランジション

セカンドボール

リバウンド

トラップ

ワンタッチ B

ボレー

スライディング

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ

その他の部位

セットプレー

ＰＫ

ＦＫ

ＣＫ

スローイン トラップ ドリブル

ゴールキック ワンタッチ B

キックオフ ボレー

スライディング

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ

その他の部位

Ａ Ｂ

インステップ インステップ

インフロント インフロント
インサイド インサイド
アウトサイド アウトサイド
トーキック ヘディング

トーキック

遅攻

GKキック

パス

ドリブル

Ａ

Ａ

パス

準備局面 レシーブ局面 打球局面
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竹内 1 8 )は， PA  内を図 3 -3  のように 4  分割した．本稿ではこれらの分割

を参考にし，図 3 -4  のように 9  分割した．  

 

図 3- 1 井上ら 6 )， Po l l ar d  e t  a l . 1 4 )，矢竹ら 2 3 )によるフィールドの横分割  

 

 

図 3 -2 吉村ら 2 4 )，城戸ら 1 5 )，矢竹ら 2 3 )によるフィールドの縦分割  
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図 3 -3 矢竹ら 2 3 )，竹内 1 8 )による PA  内の分割  

 

 

図 3 -4 本稿におけるフィールドの分割  
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 シュートの結果を分析するために，その結果を本稿において以下のよ

うに 7つに分類した．  

・「得点」：オウンゴール，バーやポストに当たって入ったものを含む  

・「枠内」：ゴールキーパーがセーブしたシュート．バーやポストに当た

ってセーブしたものも含む  

・「枠外両サイド」：ポストを垂直に伸ばした延長上の線より外に逸れた

シュート．両サイドに逸れているにも関わらずゴールキーパーがセーブ

したシュートやポストに当たって両サイドに逸れたものを含む  

・「枠外バー越え」：ポストの延長上の線より内側でバーより上に逸れた

シュート．バーに当たって上に逸れたものも含む  

・「ポスト跳ね返り」：ポストに当たってコート内に跳ね返ってきたシュ

ート  

・「バー跳ね返り」：バーに当たってコート内に跳ね返ってきたシュート  

・「ブロック」：相手ディフェンスによって防がれたシュート．シュート

ブロック  
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3 .  分析方法  

本稿の分析対象 12  チームの各国について，各分析項目別にシュート

を放ったシーンと得点シーンについて比較した．また，決勝トーナメン

ト進出チームと予選リーグ敗退チームのシュート数と得点について比較

し，その差異からデータに誤差を生じさせるであろう予選リーグ敗退チ

ーム 4 チームを除き，決勝トーナメント進出 8 チームについて各分析項

目別にシュートを放ったシーンと得点シーンについて比較した．  

 

4 .  統計処理  

 予選リーグにおける 1試合平均得点数，1試合平均シュート数の決勝ト

ーナメント進出チームと予選リーグ敗退チームの比較，シュート時間に

おける平均得点数平均シュートシーン数の前半と後半の比較及びインス

テップシュートの内訳におけるショートシュートとロングシュートの比

較には，対応のない t  検定を行った．  

平均得点数と平均シュート数それぞれについてシュートの結果，シュ

ート前の状況（準備局面，アシスト位置，レシーブ局面），シュートの地

点，用いられたキックの種類における種類別の比較には１要因の分散分

析を行った．  

予選リーグにおける 1 試合平均得点数， 1 試合平均シュート数の決勝

トーナメント進出チームと予選リーグ敗退チームの比較には Excel を使

用し，その他の統計処理には， IBM SPSS  Sta t i s t i c s  2 .0（ IB M）を使用

した．全て項目に関して有意水準を 5%及び 1%で判定した．  
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I I I .  結果及び考察  

1 .  決勝トーナメント進出チームと予選リーグ敗退チームの比較  

(1 )  予選リーグにおける 1 試合平均得点数の比較  

 

図 4 予選リーグを対象とする決勝トーナメント進出チームと  

 予選リーグ敗退チームの 1 試合平均得点数の比較  

(2 )  予選リーグにおける 1 試合平均シュート数の比較  

 

図 5 予選リーグを対象とする決勝トーナメント進出チームと  

  予選リーグ敗退チームの 1 試合平均シュート数の比較  
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図 4， 5 には，予選リーグを対象とする 1 試合平均得点数と 1 試合平

均シュート数における決勝トーナメント進出チームと予選リーグ敗退チ

ームの平均値を示した． 1 試合平均得点数においては，決勝トーナメン

ト進出チームが 1 .88 点，予選リーグ敗退チームでは 0 .33 点であった．1

試合平均シュート数では，決勝トーナメント進出チームが 13.46 点，予

選リーグ敗退チームが 8 .83 点であった．1 試合平均得点数と 1 試合平均

シュート数の両項目において，決勝トーナメント進出チームが有意に高

い値を示した（ 1 試合平均得点数： t  =2 .035， p<0 .01，試合平均シュー

ト数： t  =2 .032，p<0.01）．以上の結果から，予選リーグ敗退チームの数

値が全体の数値に明らかな誤差を引き起こすことから，予選リーグ敗退

チーム（カメルーン，コロンビア，朝鮮民主主義人民共和国，南アフリ

カ） 4 チームの数値を除いた決勝トーナメント進出チーム（アメリカ，

日本，カナダ，フランス，ブラジル，イギリス，ニュージーランド，ス

ウェーデン） 8 チームのデータを基に本研究の各分析項目について考察

を行うこととした．  
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2 .  決勝トーナメント進出チーム全体の試合分析結果  

(1 )  シュートの結果  

表 2 シュート結果の各項目における多重比較  

 

ブロック -3.00000
* .44033 .000 * *

ポスト跳ね返り .07500 .44033 1.000

得点 -1.52500* .44033 .013 *
枠外バー越え -1.22500 .44033 .115

枠外両サイド -4.27500
* .44033 0.000 * *

枠内 -3.72500* .44033 .000 * *
バー跳ね返り 3.00000

* .44033 .000 * *
ポスト跳ね返り 3.07500

* .44033 .000 * *
得点 1.47500* .44033 .019 *
枠外バー越え 1.77500

* .44033 .002 * *
枠外両サイド -1.27500 .44033 .082

枠内 -.72500 .44033 .893

バー跳ね返り -.07500 .44033 1.000

ブロック -3.07500
* .44033 .000 * *

得点 -1.60000* .44033 .007 * *
枠外バー越え -1.30000 .44033 .070

枠外両サイド -4.35000
* .44033 0.000 * *

枠内 -3.80000
* .44033 .000 * *

バー跳ね返り 1.52500* .44033 .013 *
ブロック -1.47500

* .44033 .019 *
ポスト跳ね返り 1.60000

* .44033 .007 * *
枠外バー越え .30000 .44033 1.000

枠外両サイド -2.75000
* .44033 .000 * *

枠内 -2.20000* .44033 .000 * *
バー跳ね返り 1.22500 .44033 .115

ブロック -1.77500
* .44033 .002 * *

ポスト跳ね返り 1.30000 .44033 .070

得点 -.30000 .44033 1.000

枠外両サイド -3.05000
* .44033 .000 * *

枠内 -2.50000
* .44033 .000 * *

バー跳ね返り 4.27500* .44033 0.000 * *
ブロック 1.27500 .44033 .082

ポスト跳ね返り 4.35000* .44033 0.000 * *
得点 2.75000* .44033 .000 * *
枠外バー越え 3.05000

* .44033 .000 * *
枠内 .55000 .44033 .993

バー跳ね返り 3.72500* .44033 .000 * *
ブロック .72500 .44033 .893

ポスト跳ね返り 3.80000* .44033 .000 * *
得点 2.20000* .44033 .000 * *
枠外バー越え 2.50000* .44033 .000 * *
枠外両サイド -.55000 .44033 .993

**p<0.01，*p<0.05

ポスト跳ね返り

得点

枠外バー越え

枠外両サイド

枠内

有意差
平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

バー跳ね返り

ブロック
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図 6 全試合における 1 試合平均のシュートの結果  

 

 表 2 では，シュートの結果の各項目間の比較の結果を示した．図 6 で

は 1 試合平均のシュートの結果を示した．シュートの結果は，表 2，図

6 に示したように，「枠外両サイド」，「枠内」，「ブロック」には有意な差

が見られなかったが，その 3 項目それぞれがその他の項目よりも有意に

高い値を示した（枠外両サイド：p <0 .01，枠内：p<0 .01，ブロック p <0 .05）．

今大会ではこのような結果であったが，シュートの結果の区分けは本研

究における独自の区分わけであるため，これまでこの項目に関するデー

タが存在しない．加えて，本研究では今大会に限定した研究であるため，

今回の結果ではこの傾向にあるとは言い難い．今後このデータを基にデ

ータを蓄積することによって，傾向がはっきりすると思われる．  
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(2 )  シュート前の状況  

①  準備局面  

表 3 準備局面の得点シーンの各項目における多重比較  

 

FK -.02500 .08890 1.000

PK .17500 .08890 .899

GKキック .22500 .08890 .413

ゴールキック .22500 .08890 .413

TIN .15000 .08890 .987

セカンドボール 0.00000 .08890 1.000

トランジション 0.00000 .08890 1.000

遅攻 -.35000* .08890 .004 * *

リバウンド .15000 .08890 .987

CK .02500 .08890 1.000

PK .20000 .08890 .680

GKキック .25000 .08890 .208

ゴールキック .25000 .08890 .208

TIN .17500 .08890 .899

セカンドボール .02500 .08890 1.000

トランジション .02500 .08890 1.000

遅攻 -.32500
* .08890 .013 *

リバウンド .17500 .08890 .899

CK -.17500 .08890 .899

FK -.20000 .08890 .680

GKキック .05000 .08890 1.000

ゴールキック .05000 .08890 1.000

TIN -.02500 .08890 1.000

セカンドボール -.17500 .08890 .899

トランジション -.17500 .08890 .899

遅攻 -.52500* .08890 .000 * *

リバウンド -.02500 .08890 1.000

CK -.22500 .08890 .413

FK -.25000 .08890 .208

PK -.05000 .08890 1.000

ゴールキック 0.00000 .08890 1.000

TIN -.07500 .08890 1.000

セカンドボール -.22500 .08890 .413

トランジション -.22500 .08890 .413

遅攻 -.57500
* .08890 .000 * *

リバウンド -.07500 .08890 1.000

CK -.22500 .08890 .413

FK -.25000 .08890 .208

PK -.05000 .08890 1.000

GKキック 0.00000 .08890 1.000

TIN -.07500 .08890 1.000

セカンドボール -.22500 .08890 .413

トランジション -.22500 .08890 .413

遅攻 -.57500* .08890 .000 * *

リバウンド -.07500 .08890 1.000

有意差

FK

PK

GKキック

ゴールキック

平均値の差
(I-J) 標準誤差 有意確率

CK
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CK -.15000 .08890 .987

FK -.17500 .08890 .899

PK .02500 .08890 1.000

GKキック .07500 .08890 1.000

ゴールキック .07500 .08890 1.000

セカンドボール -.15000 .08890 .987

トランジション -.15000 .08890 .987

遅攻 -.50000* .08890 .000 * *

リバウンド 0.00000 .08890 1.000

CK 0.00000 .08890 1.000

FK -.02500 .08890 1.000

PK .17500 .08890 .899

GKキック .22500 .08890 .413

ゴールキック .22500 .08890 .413

TIN .15000 .08890 .987

トランジション 0.00000 .08890 1.000

遅攻 -.35000* .08890 .004 * *

リバウンド .15000 .08890 .987

CK 0.00000 .08890 1.000

FK -.02500 .08890 1.000

PK .17500 .08890 .899

GKキック .22500 .08890 .413

ゴールキック .22500 .08890 .413

TIN .15000 .08890 .987

セカンドボール 0.00000 .08890 1.000

遅攻 -.35000* .08890 .004 * *

リバウンド .15000 .08890 .987

CK .35000* .08890 .004 * *

FK .32500
* .08890 .013 *

PK .52500* .08890 .000 * *

GKキック .57500* .08890 .000 * *

ゴールキック .57500
* .08890 .000 * *

TIN .50000* .08890 .000 * *

セカンドボール .35000* .08890 .004 * *

トランジション .35000
* .08890 .004 * *

リバウンド .50000* .08890 .000 * *

CK -.15000 .08890 .987

FK -.17500 .08890 .899

PK .02500 .08890 1.000

GKキック .07500 .08890 1.000

ゴールキック .07500 .08890 1.000

TIN 0.00000 .08890 1.000

セカンドボール -.15000 .08890 .987

トランジション -.15000 .08890 .987

遅攻 -.50000
* .08890 .000 * *

**p<0.01，*p<0.05

遅攻

リバウンド

TIN

セカンドボール

トランジション
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図 7 全試合における準備局面の 1 試合平均得点数  

 

 表 3 では，準備局面の得点シーンにおける各項目間の比較の結果を示

した．図 7 では準備局面における 1 試合平均得点数の結果を示した．準

備局面の得点シーンにおける結果は，表 3，図 7 に示したように，「遅攻」

が他の項目よりも有意に高い値を示した（ p<0.01，遅攻と FK：p<0.05）．

そして，「遅攻」以外の項目間には有意な差は認められなかった．  
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表 4 準備局面のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

FK .22500 .36322 1.000

PK 1.55000
* .36322 .001 * *

GKキック 1.50000* .36322 .002 * *

ゴールキック 1.57500* .36322 .001 * *

TIN .95000 .36322 .342

セカンドボール -.75000 .36322 .838

トランジション -.45000 .36322 1.000

遅攻 -3.35000* .36322 0.000 * *

リバウンド 1.50000* .36322 .002 * *

CK -.22500 .36322 1.000

PK 1.32500* .36322 .013 *

GKキック 1.27500* .36322 .022 *

ゴールキック 1.35000
* .36322 .010 *

TIN .72500 .36322 .883

セカンドボール -.97500 .36322 .290

トランジション -.67500 .36322 .949

遅攻 -3.57500* .36322 0.000 * *

リバウンド 1.27500* .36322 .022 *

CK -1.55000* .36322 .001 * *

FK -1.32500* .36322 .013 *

GKキック -.05000 .36322 1.000

ゴールキック .02500 .36322 1.000

TIN -.60000 .36322 .991

セカンドボール -2.30000
* .36322 .000 * *

トランジション -2.00000* .36322 .000 * *

遅攻 -4.90000* .36322 0.000 * *

リバウンド -.05000 .36322 1.000

CK -1.50000* .36322 .002 * *

FK -1.27500* .36322 .022 *

PK .05000 .36322 1.000

ゴールキック .07500 .36322 1.000

TIN -.55000 .36322 .998

セカンドボール -2.25000* .36322 .000 * *

トランジション -1.95000* .36322 .000 * *

遅攻 -4.85000
* .36322 0.000 * *

リバウンド 0.00000 .36322 1.000

CK -1.57500* .36322 .001 * *

FK -1.35000
* .36322 .010 *

PK -.02500 .36322 1.000

GKキック -.07500 .36322 1.000

TIN -.62500 .36322 .983

セカンドボール -2.32500* .36322 .000 * *

トランジション -2.02500* .36322 .000 * *

遅攻 -4.92500* .36322 0.000 * *

リバウンド -.07500 .36322 1.000

有意差有意確率

CK

FK

PK

GKキック

標準誤差
平均値の差

(I-J)

ゴールキック
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CK -.95000 .36322 .342

FK -.72500 .36322 .883

PK .60000 .36322 .991

GKキック .55000 .36322 .998

ゴールキック .62500 .36322 .983

セカンドボール -1.70000* .36322 .000 * *

トランジション -1.40000* .36322 .006 * *

遅攻 -4.30000* .36322 0.000 * *

リバウンド .55000 .36322 .998

CK .75000 .36322 .838

FK .97500 .36322 .290

PK 2.30000
* .36322 .000 * *

GKキック 2.25000* .36322 .000 * *

ゴールキック 2.32500* .36322 .000 * *

TIN 1.70000
* .36322 .000 * *

トランジション .30000 .36322 1.000

遅攻 -2.60000* .36322 .000 * *

リバウンド 2.25000
* .36322 .000 * *

CK .45000 .36322 1.000

FK .67500 .36322 .949

PK 2.00000
* .36322 .000 * *

GKキック 1.95000* .36322 .000 * *

ゴールキック 2.02500* .36322 .000 * *

TIN 1.40000* .36322 .006 * *

セカンドボール -.30000 .36322 1.000

遅攻 -2.90000* .36322 .000 * *

リバウンド 1.95000
* .36322 .000 * *

CK 3.35000* .36322 0.000 * *

FK 3.57500
* .36322 0.000 * *

PK 4.90000* .36322 0.000 * *

GKキック 4.85000* .36322 0.000 * *

ゴールキック 4.92500
* .36322 0.000 * *

TIN 4.30000* .36322 0.000 * *

セカンドボール 2.60000* .36322 .000 * *

トランジション 2.90000
* .36322 .000 * *

リバウンド 4.85000* .36322 0.000 * *

CK -1.50000* .36322 .002 * *

FK -1.27500
* .36322 .022 *

PK .05000 .36322 1.000

GKキック 0.00000 .36322 1.000

ゴールキック .07500 .36322 1.000

TIN -.55000 .36322 .998

セカンドボール -2.25000* .36322 .000 * *

トランジション -1.95000
* .36322 .000 * *

遅攻 -4.85000
* .36322 0.000 * *

リバウンド

**p<0.01，*p<0.05

TIN

セカンドボール

トランジション

遅攻
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図 8 全試合における準備局面の 1 試合平均シュート数  

 

表 4 では，準備局面のシュートシーンにおける各項目間の比較の結果

を示した．図 8 では準備局面における 1 試合平均シュート数の結果を示

した．準備局面のシュートシーンにおける結果は，表 4，図 8 に示した

ように，「遅攻」が他の項目よりも有意に高い値を示した（ p<0 .01）．ま

た，「セカンドボール」，「トランジション」，「 CK」，「 F K」の間には有意

な差は認められなかったが，その項目が「リバウンド」，「 GK キック」，

「 PK」，「ゴールキック」よりも有意に高い値を示した（セカンドボール，

トランジション， C K とリバウンド， GK キック， PK，ゴールキック：

p<0 .01，F K とリバウンド，GK キック，P K： p<0 .05，FK とゴールキッ

ク： p <0 .01）．「リバウンド」以下の 4 項目間には有意な差は認められな

かった．  

今大会の 1 年前に行われたドイツ W 杯のテクニカルレポート 2 6 )にお

いて「一層コレクティブで強固となった守備組織を崩すためには，まず

ファストブレイクの質が求められている」と記されており，更には「今
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大会では，個を活かしたファストブレイクの形のみでなく，チーム全体

が素早く守備から攻撃へ切り替えることで，コレクティブ（集団として

機能する）なファストブレイクがチャンスを生み出した」と記されてい

ることから，本稿では「ファストブレイク」を「トランジション」と定

義したことから「トランジション」が最も多いと仮定していた．しかし，

得点シーン，シュートシーン共に「遅攻」が最も多かった．ドイツ W 杯

による日本やフランスの台頭により，体格・体力重視の傾向にあった女

子サッカーが，より精度の高い技術が求められるようになってきた 2 6 )

こと，そして 2008 年の UEFA EURO から 2010 年の FIFA ワールドカッ

プ南アフリカ大会，そして 2012 年の UEFA EURO の影響 2 8 )により世界

の女子サッカーがポゼッションサッカーになりつつあると考えられる．  
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②  アシスト位置  

表 5 アシスト位置の得点シーンの各項目における多重比較  

 

PA右 -.10000 .08238 1.000

PA左 -.12500 .08238 1.000

PA中央 -.10000 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.20000 .08238 .645

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0.00000 .08238 1.000

右CK -.05000 .08238 1.000

右サイド -.17500 .08238 .899

左CK -.12500 .08238 1.000

左サイド -.20000 .08238 .645

中央 -.22500 .08238 .352

PK .02500 .08238 1.000

GA .10000 .08238 1.000

PA左 -.02500 .08238 1.000

PA中央 0.00000 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.10000 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .10000 .08238 1.000

右CK .05000 .08238 1.000

右サイド -.07500 .08238 1.000

左CK -.02500 .08238 1.000

左サイド -.10000 .08238 1.000

中央 -.12500 .08238 1.000

PK .12500 .08238 1.000

GA .12500 .08238 1.000

PA右 .02500 .08238 1.000

PA中央 .02500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.07500 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .12500 .08238 1.000

右CK .07500 .08238 1.000

右サイド -.05000 .08238 1.000

左CK 0.00000 .08238 1.000

左サイド -.07500 .08238 1.000

中央 -.10000 .08238 1.000

PK .15000 .08238 .991

GA .10000 .08238 1.000

PA右 0.00000 .08238 1.000

PA左 -.02500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.10000 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .10000 .08238 1.000

右CK .05000 .08238 1.000

右サイド -.07500 .08238 1.000

左CK -.02500 .08238 1.000

左サイド -.10000 .08238 1.000

中央 -.12500 .08238 1.000

PK .12500 .08238 1.000

PA右

PA左

PA中央

平均値の差
(I-J) 標準誤差 有意確率

GA

有意差
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GA .20000 .08238 .645

PA右 .10000 .08238 1.000

PA左 .07500 .08238 1.000

PA中央 .10000 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .20000 .08238 .645

右CK .15000 .08238 .991

右サイド .02500 .08238 1.000

左CK .07500 .08238 1.000

左サイド 0.00000 .08238 1.000

中央 -.02500 .08238 1.000

PK .22500 .08238 .352

GA 0.00000 .08238 1.000

PA右 -.10000 .08238 1.000

PA左 -.12500 .08238 1.000

PA中央 -.10000 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.20000 .08238 .645

右CK -.05000 .08238 1.000

右サイド -.17500 .08238 .899

左CK -.12500 .08238 1.000

左サイド -.20000 .08238 .645

中央 -.22500 .08238 .352

PK .02500 .08238 1.000

GA .05000 .08238 1.000

PA右 -.05000 .08238 1.000

PA左 -.07500 .08238 1.000

PA中央 -.05000 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.15000 .08238 .991

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .05000 .08238 1.000

右サイド -.12500 .08238 1.000

左CK -.07500 .08238 1.000

左サイド -.15000 .08238 .991

中央 -.17500 .08238 .899

PK .07500 .08238 1.000

GA .17500 .08238 .899

PA右 .07500 .08238 1.000

PA左 .05000 .08238 1.000

PA中央 .07500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.02500 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .17500 .08238 .899

右CK .12500 .08238 1.000

左CK .05000 .08238 1.000

左サイド -.02500 .08238 1.000

中央 -.05000 .08238 1.000

PK .20000 .08238 .645

ミドルｻｰﾄﾞ

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ

右CK

右サイド
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GA .12500 .08238 1.000

PA右 .02500 .08238 1.000

PA左 0.00000 .08238 1.000

PA中央 .02500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.07500 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .12500 .08238 1.000

右CK .07500 .08238 1.000

右サイド -.05000 .08238 1.000

左サイド -.07500 .08238 1.000

中央 -.10000 .08238 1.000

PK .15000 .08238 .991

GA .20000 .08238 .645

PA右 .10000 .08238 1.000

PA左 .07500 .08238 1.000

PA中央 .10000 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ 0.00000 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .20000 .08238 .645

右CK .15000 .08238 .991

右サイド .02500 .08238 1.000

左CK .07500 .08238 1.000

中央 -.02500 .08238 1.000

PK .22500 .08238 .352

GA .22500 .08238 .352

PA右 .12500 .08238 1.000

PA左 .10000 .08238 1.000

PA中央 .12500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ .02500 .08238 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .22500 .08238 .352

右CK .17500 .08238 .899

右サイド .05000 .08238 1.000

左CK .10000 .08238 1.000

左サイド .02500 .08238 1.000

PK .25000 .08238 .155

GA -.02500 .08238 1.000

PA右 -.12500 .08238 1.000

PA左 -.15000 .08238 .991

PA中央 -.12500 .08238 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.22500 .08238 .352

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ -.02500 .08238 1.000

右CK -.07500 .08238 1.000

右サイド -.20000 .08238 .645

左CK -.15000 .08238 .991

左サイド -.22500 .08238 .352

中央 -.25000 .08238 .155

PK

左CK

左サイド

中央

**p<0.01，*p<0.05
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図 9 全試合におけるアシスト位置の 1 試合平均得点数  

 

表 5 では，アシスト位置の得点シーンにおける各項目間の比較の結果

を示した．図 9 ではアシスト位置における 1 試合平均得点数の結果を示

した．アシスト位置の得点シーンにおける結果は，表 5，図 9 に示した

ように，全項目間に有意な差は認められなかった．本研究では今大会に

限定した研究であるため総得点数の関係上，今回の結果では傾向を明ら

かにすることはできなかったと考えられる．今後このデータを基にデー

タを蓄積することによって，傾向がはっきりすると思われる．  
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表 6 アシスト位置のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

PA右 -.32500 .30278 1.000

PA左 -.42500 .30278 1.000

PA中央 -1.12500* .30278 .015 *

ミドルｻｰﾄﾞ -1.52500* .30278 .000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .17500 .30278 1.000

右CK -.60000 .30278 .961

右サイド -1.15000
* .30278 .011 *

左CK -.17500 .30278 1.000

左サイド -1.20000* .30278 .006 * *

中央 -3.92500* .30278 0.000 * *

PK .22500 .30278 1.000

GA .32500 .30278 1.000

PA左 -.10000 .30278 1.000

PA中央 -.80000 .30278 .431

ミドルｻｰﾄﾞ -1.20000* .30278 .006 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .50000 .30278 .999

右CK -.27500 .30278 1.000

右サイド -.82500 .30278 .357

左CK .15000 .30278 1.000

左サイド -.87500 .30278 .234

中央 -3.60000* .30278 0.000 * *

PK .55000 .30278 .992

GA .42500 .30278 1.000

PA右 .10000 .30278 1.000

PA中央 -.70000 .30278 .757

ミドルｻｰﾄﾞ -1.10000* .30278 .020 *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .60000 .30278 .961

右CK -.17500 .30278 1.000

右サイド -.72500 .30278 .678

左CK .25000 .30278 1.000

左サイド -.77500 .30278 .511

中央 -3.50000* .30278 0.000 * *

PK .65000 .30278 .886

GA 1.12500
* .30278 .015 *

PA右 .80000 .30278 .431

PA左 .70000 .30278 .757

ミドルｻｰﾄﾞ -.40000 .30278 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.30000* .30278 .001 * *

右CK .52500 .30278 .997

右サイド -.02500 .30278 1.000

左CK .95000 .30278 .113

左サイド -.07500 .30278 1.000

中央 -2.80000
* .30278 0.000 * *

PK 1.35000
* .30278 .001 * *

PA左

PA中央

有意差
平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

GA

PA右
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GA 1.52500
* .30278 .000 * *

PA右 1.20000
* .30278 .006 * *

PA左 1.10000* .30278 .020 *

PA中央 .40000 .30278 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.70000
* .30278 .000 * *

右CK .92500 .30278 .145

右サイド .37500 .30278 1.000

左CK 1.35000* .30278 .001 * *

左サイド .32500 .30278 1.000

中央 -2.40000
* .30278 .000 * *

PK 1.75000* .30278 .000 * *

GA -.17500 .30278 1.000

PA右 -.50000 .30278 .999

PA左 -.60000 .30278 .961

PA中央 -1.30000* .30278 .001 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -1.70000* .30278 .000 * *

右CK -.77500 .30278 .511

右サイド -1.32500* .30278 .001 * *

左CK -.35000 .30278 1.000

左サイド -1.37500
* .30278 .000 * *

中央 -4.10000* .30278 0.000 * *

PK .05000 .30278 1.000

GA .60000 .30278 .961

PA右 .27500 .30278 1.000

PA左 .17500 .30278 1.000

PA中央 -.52500 .30278 .997

ミドルｻｰﾄﾞ -.92500 .30278 .145

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .77500 .30278 .511

右サイド -.55000 .30278 .992

左CK .42500 .30278 1.000

左サイド -.60000 .30278 .961

中央 -3.32500* .30278 0.000 * *

PK .82500 .30278 .357

GA 1.15000* .30278 .011 *

PA右 .82500 .30278 .357

PA左 .72500 .30278 .678

PA中央 .02500 .30278 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.37500 .30278 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.32500* .30278 .001 * *

右CK .55000 .30278 .992

左CK .97500 .30278 .087

左サイド -.05000 .30278 1.000

中央 -2.77500* .30278 0.000 * *

PK 1.37500* .30278 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ

右CK

右サイド
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GA .17500 .30278 1.000

PA右 -.15000 .30278 1.000

PA左 -.25000 .30278 1.000

PA中央 -.95000 .30278 .113

ミドルｻｰﾄﾞ -1.35000
* .30278 .001 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .35000 .30278 1.000

右CK -.42500 .30278 1.000

右サイド -.97500 .30278 .087

左サイド -1.02500* .30278 .050 *

中央 -3.75000
* .30278 0.000 * *

PK .40000 .30278 1.000

GA 1.20000* .30278 .006 * *

PA右 .87500 .30278 .234

PA左 .77500 .30278 .511

PA中央 .07500 .30278 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ -.32500 .30278 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.37500* .30278 .000 * *

右CK .60000 .30278 .961

右サイド .05000 .30278 1.000

左CK 1.02500* .30278 .050 *

中央 -2.72500* .30278 0.000 * *

PK 1.42500
* .30278 .000 * *

GA 3.92500* .30278 0.000 * *

PA右 3.60000* .30278 0.000 * *

PA左 3.50000
* .30278 0.000 * *

PA中央 2.80000* .30278 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ 2.40000* .30278 .000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 4.10000
* .30278 0.000 * *

右CK 3.32500* .30278 0.000 * *

右サイド 2.77500* .30278 0.000 * *

左CK 3.75000
* .30278 0.000 * *

左サイド 2.72500* .30278 0.000 * *

PK 4.15000
* .30278 0.000 * *

GA -.22500 .30278 1.000

PA右 -.55000 .30278 .992

PA左 -.65000 .30278 .886

PA中央 -1.35000
* .30278 .001 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -1.75000* .30278 .000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ -.05000 .30278 1.000

右CK -.82500 .30278 .357

右サイド -1.37500
* .30278 .000 * *

左CK -.40000 .30278 1.000

左サイド -1.42500* .30278 .000 * *

中央 -4.15000* .30278 0.000 * *

**p<0.01，*p<0.05

左CK

左サイド

中央

PK
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図 10 全試合におけるアシスト位置の 1 試合平均シュート数  

 

表 6 では，アシスト位置のシュートシーンにおける各項目間の比較の

結果を示した．図 10 ではアシスト位置における 1 試合平均シュート数

の結果を示した．アシスト位置のシュートシーンにおける結果は，表 6，

図 10 に示したように，「中央」が他の項目よりも有意に高い値を示した

（ p<0 .01）．また，「ミドルサード」，「右サイド」，「左サイド」，「 PA 中

央」の間には有意な差は認められなかったが，その 4 項目が「 GA」，「デ

ィフェンディングサード」，「 P K」よりも有意に高い値を示した（ミドル

サードと GA 以下の項目： p <0 .05，右サイドと GA： p<0.05，右サイド

とディフェンディングサード，P K：p <0 .01，左サイドと GA 以下の項目：

p<0 .0 l，PA 中央と GA：p<0 .05，PA 中央とディフェンディングサード，

PK：p<0 .01）．「 GA」以下の 3 項目間には有意な差は認められなかった．  

ドイツ W 杯において，コンパクトに形成された守備網に対して，ボー

ルをスピーディーに動かしながら，プレッシャーの緩くなるサイドを起

点に得点へとつなげた割合が当大会で高い割合を示した 2 6 )．また，「相

0

1

2

3

4

5
平
均
シ
ュ
ー
ト
数(本
)

平均シュート数



33 

 

手の強固な守備を意図的に動かすポゼッションから，サイドのスペース

を有効に攻略することは，得点チャンスをつくり出すための重要な手段

の一つとして挙げられる」 2 6 )ことから「右サイド」または「左サイド」

が最も多いと仮定していたが，今大会では「中央」が最も多かった．こ

れは UEFA EUR O 2012 テクニカルレポート 2 1 )より FC バルセロナと近

いことが分かる．この結果と準備局面の結果（「ポゼッション」が最も多

い）から，ポゼッションサッカーになりつつある傾向と言える．  

 

③  レシーブ局面  

表 7 レシーブ局面の得点シーンの各項目における多重比較  

 

 

図 11 全試合におけるレシーブ局面の 1 試合平均得点数  

 

トラップ 1.10000* .17059 .000 * *

ドリブル .80000* .17059 .000 * *

ワンタッチ -1.10000* .17059 .000 * *

ドリブル -.30000 .17059 .225

ワンタッチ -.80000* .17059 .000 * *

トラップ .30000 .17059 .225

有意差

トラップ

ドリブル

平均値の差
(I-J) 標準誤差 有意確率

ワンタッチ

**p<0.01，*p<0.05
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表 7 では，レシーブ局面の得点シーンにおける各項目間の比較の結果

を示した．図 11 ではレシーブ局面における 1 試合平均得点数の結果を

示した．レシーブ局面の得点シーンにおける結果は，表 7，図 11 に示し

た よ う に ，「 ワ ン タ ッ チ 」 が 他 の 項 目 よ り も 有 意 に 高 い 値 を 示 し た

（ p<0.01）．また，「ドリブル」，「トラップ」には有意な差は認められな

かった．  

 

 

表 8 レシーブ局面のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

 

 

図 12 全試合におけるレシーブ局面の 1 試合平均シュート数  

トラップ 4.17500* .67791 .000 * *

ドリブル 4.47500* .67791 .000 * *

ワンタッチ -4.17500* .67791 .000 * *

ドリブル .30000 .67791 .960

ワンタッチ -4.47500* .67791 .000 * *

トラップ -.30000 .67791 .960

有意差
平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

**p<0.01，*p<0.05
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 表 8 では，レシーブ局面のシュートシーンにおける各項目間の比較の

結果を示した．図 12 ではレシーブ局面における 1 試合平均シュート数

の結果を示した．レシーブ局面のシュートシーンにおける結果は，表 8，

図 12 に示したように，「ワンタッチ」が他の項目よりも有意に高い値を

示した（ p<0.01）．また，「ドリブル」，「トラップ」には有意な差は認め

られなかった．  

先行研究 1 0 )から，「ワンタッチ」が最も多いことは仮説通りであった．

強固に組織され守備のマークが非常に厳しい状況下の中でシュートを打

つには，マークによる時間とスペースの関係から，ボールを長時間保持

することは難しいことから，ワンタッチシュートが最も適しており，極

力タッチ数を減らすことが重要だと考えられる．得点シーンにおいて 2

番目に多いのが「ドリブル」であったことは仮説とは異なった結果であ

った．攻撃の目的はゴールを奪うこと 2 7 )であり，JFA テクニカルレポー

ト 2 8 )により，日本の今大会の課題として「ドリブルでの精度・迫力・パ

ワーには欧米との差がまだある」と挙げていることからも，ゴールを目

指す手段の一つである「ドリブル」は強固に組織された守備を突破する

重要な手段の一つであると言える．  
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(3 )  シュートの地点  

表 9 シュート地点の得点シーンの各項目における多重比較  

 

PA右 .30000* .07995 .013 *

PA左 .40000
* .07995 .000 * *

PA中央 -.27500* .07995 .041 *

ミドルｻｰﾄﾞ .45000
* .07995 .000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .45000
* .07995 .000 * *

右CK .45000
* .07995 .000 * *

右サイド .45000* .07995 .000 * *

左CK .42500
* .07995 .000 * *

左サイド .42500* .07995 .000 * *

中央 .22500 .07995 .286

PK .39872
* .08046 .000 * *

GA -.30000
* .07995 .013 *

PA左 .10000 .07995 1.000

PA中央 -.57500
* .07995 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .15000 .07995 .985

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .15000 .07995 .985

右CK .15000 .07995 .985

右サイド .15000 .07995 .985

左CK .12500 .07995 1.000

左サイド .12500 .07995 1.000

中央 -.07500 .07995 1.000

PK .09872 .08046 1.000

GA -.40000
* .07995 .000 * *

PA右 -.10000 .07995 1.000

PA中央 -.67500
* .07995 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .05000 .07995 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .05000 .07995 1.000

右CK .05000 .07995 1.000

右サイド .05000 .07995 1.000

左CK .02500 .07995 1.000

左サイド .02500 .07995 1.000

中央 -.17500 .07995 .858

PK -.00128 .08046 1.000

GA .27500
* .07995 .041 *

PA右 .57500* .07995 .000 * *

PA左 .67500
* .07995 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .72500
* .07995 0.000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .72500* .07995 0.000 * *

右CK .72500* .07995 0.000 * *

右サイド .72500
* .07995 0.000 * *

左CK .70000* .07995 0.000 * *

左サイド .70000* .07995 0.000 * *

中央 .50000
* .07995 .000 * *

PK .67372* .08046 .000 * *

PA右

PA左

PA中央

平均値の差
(I-J) 標準誤差 有意確率

GA

有意差
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GA -.45000
* .07995 .000 * *

PA右 -.15000 .07995 .985

PA左 -.05000 .07995 1.000

PA中央 -.72500
* .07995 0.000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

右CK 0.00000 .07995 1.000

右サイド 0.00000 .07995 1.000

左CK -.02500 .07995 1.000

左サイド -.02500 .07995 1.000

中央 -.22500 .07995 .286

PK -.05128 .08046 1.000

GA -.45000* .07995 .000 * *

PA右 -.15000 .07995 .985

PA左 -.05000 .07995 1.000

PA中央 -.72500* .07995 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

右CK 0.00000 .07995 1.000

右サイド 0.00000 .07995 1.000

左CK -.02500 .07995 1.000

左サイド -.02500 .07995 1.000

中央 -.22500 .07995 .286

PK -.05128 .08046 1.000

GA -.45000* .07995 .000 * *

PA右 -.15000 .07995 .985

PA左 -.05000 .07995 1.000

PA中央 -.72500* .07995 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

右サイド 0.00000 .07995 1.000

左CK -.02500 .07995 1.000

左サイド -.02500 .07995 1.000

中央 -.22500 .07995 .286

PK -.05128 .08046 1.000

GA -.45000* .07995 .000 * *

PA右 -.15000 .07995 .985

PA左 -.05000 .07995 1.000

PA中央 -.72500
* .07995 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0.00000 .07995 1.000

右CK 0.00000 .07995 1.000

左CK -.02500 .07995 1.000

左サイド -.02500 .07995 1.000

中央 -.22500 .07995 .286

PK -.05128 .08046 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ

右CK

右サイド
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GA -.42500
* .07995 .000 * *

PA右 -.12500 .07995 1.000

PA左 -.02500 .07995 1.000

PA中央 -.70000
* .07995 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .02500 .07995 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .02500 .07995 1.000

右CK .02500 .07995 1.000

右サイド .02500 .07995 1.000

左サイド 0.00000 .07995 1.000

中央 -.20000 .07995 .570

PK -.02628 .08046 1.000

GA -.42500* .07995 .000 * *

PA右 -.12500 .07995 1.000

PA左 -.02500 .07995 1.000

PA中央 -.70000* .07995 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .02500 .07995 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .02500 .07995 1.000

右CK .02500 .07995 1.000

右サイド .02500 .07995 1.000

左CK 0.00000 .07995 1.000

中央 -.20000 .07995 .570

PK -.02628 .08046 1.000

GA -.22500 .07995 .286

PA右 .07500 .07995 1.000

PA左 .17500 .07995 .858

PA中央 -.50000* .07995 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .22500 .07995 .286

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .22500 .07995 .286

右CK .22500 .07995 .286

右サイド .22500 .07995 .286

左CK .20000 .07995 .570

左サイド .20000 .07995 .570

PK .17372 .08046 .878

GA -.39872
* .08046 .000 * *

PA右 -.09872 .08046 1.000

PA左 .00128 .08046 1.000

PA中央 -.67372
* .08046 .000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .05128 .08046 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .05128 .08046 1.000

右CK .05128 .08046 1.000

右サイド .05128 .08046 1.000

左CK .02628 .08046 1.000

左サイド .02628 .08046 1.000

中央 -.17372 .08046 .878

PK

左CK

左サイド

中央

**p<0.01，*p<0.05
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図 13 全試合におけるシュート地点の 1 試合平均得点数  

 

表 9 では，シュート地点の得点シーンにおける各項目間の比較の結果

を示した．図 13 ではシュート地点における 1 試合平均得点数の結果を

示した．シュート地点の得点シーンにおける結果は，表 9，図 13 に示し

たように，「 PA 中央」が他の項目よりも有意に高い値を示した（ PA 中央

と GA： p <0 .05， PA 中央と中央以下の項目 p<0 .01）．また，「 GA」，「中

央」の間には有意な差は認められなかったが，「 GA」が，「 PA 右」以下

の項目よりも有意に高い値を示した（ GA と PA 右： p<0 .05， GA と PK

以下の項目： p <0 .01）．「中央」以下の 10 項目間には有意な差は認めら

れなかった．  
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表 10 シュート地点のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

PA右 -.30000 .32700 1.000

PA左 -.27500 .32700 1.000

PA中央 -3.75000* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .62500 .32700 .979

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .92500 .32700 .276

右CK .82500 .32700 .548

右サイド .67500 .32700 .930

左CK .85000 .32700 .472

左サイド .85000 .32700 .472

中央 -3.52500* .32700 0.000 * *

PK .90000 .32700 .334

GA .30000 .32700 1.000

PA左 .02500 .32700 1.000

PA中央 -3.45000
* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .92500 .32700 .276

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.22500* .32700 .013 *

右CK 1.12500* .32700 .041 *

右サイド .97500 .32700 .181

左CK 1.15000* .32700 .031 *

左サイド 1.15000* .32700 .031 *

中央 -3.22500* .32700 0.000 * *

PK 1.20000* .32700 .018 *

GA .27500 .32700 1.000

PA右 -.02500 .32700 1.000

PA中央 -3.47500* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ .90000 .32700 .334

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1.20000* .32700 .018 *

右CK 1.10000 .32700 .053

右サイド .95000 .32700 .224

左CK 1.12500
* .32700 .041 *

左サイド 1.12500
* .32700 .041 *

中央 -3.25000* .32700 0.000 * *

PK 1.17500* .32700 .024 *

GA 3.75000
* .32700 0.000 * *

PA右 3.45000* .32700 0.000 * *

PA左 3.47500* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ 4.37500
* .32700 0.000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 4.67500* .32700 0.000 * *

右CK 4.57500* .32700 0.000 * *

右サイド 4.42500
* .32700 0.000 * *

左CK 4.60000
* .32700 0.000 * *

左サイド 4.60000
* .32700 0.000 * *

中央 .22500 .32700 1.000

PK 4.65000
* .32700 0.000 * *

PA左

PA中央

有意差
平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

GA

PA右



41 

 

 

 

 

GA -.62500 .32700 .979

PA右 -.92500 .32700 .276

PA左 -.90000 .32700 .334

PA中央 -4.37500
* .32700 0.000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .30000 .32700 1.000

右CK .20000 .32700 1.000

右サイド .05000 .32700 1.000

左CK .22500 .32700 1.000

左サイド .22500 .32700 1.000

中央 -4.15000
* .32700 0.000 * *

PK .27500 .32700 1.000

GA -.92500 .32700 .276

PA右 -1.22500* .32700 .013 *

PA左 -1.20000
* .32700 .018 *

PA中央 -4.67500* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.30000 .32700 1.000

右CK -.10000 .32700 1.000

右サイド -.25000 .32700 1.000

左CK -.07500 .32700 1.000

左サイド -.07500 .32700 1.000

中央 -4.45000* .32700 0.000 * *

PK -.02500 .32700 1.000

GA -.82500 .32700 .548

PA右 -1.12500* .32700 .041 *

PA左 -1.10000 .32700 .053

PA中央 -4.57500* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.20000 .32700 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .10000 .32700 1.000

右サイド -.15000 .32700 1.000

左CK .02500 .32700 1.000

左サイド .02500 .32700 1.000

中央 -4.35000* .32700 0.000 * *

PK .07500 .32700 1.000

GA -.67500 .32700 .930

PA右 -.97500 .32700 .181

PA左 -.95000 .32700 .224

PA中央 -4.42500
* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.05000 .32700 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .25000 .32700 1.000

右CK .15000 .32700 1.000

左CK .17500 .32700 1.000

左サイド .17500 .32700 1.000

中央 -4.20000* .32700 0.000 * *

PK .22500 .32700 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ

右CK

右サイド
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GA -.85000 .32700 .472

PA右 -1.15000
* .32700 .031 *

PA左 -1.12500
* .32700 .041 *

PA中央 -4.60000
* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.22500 .32700 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .07500 .32700 1.000

右CK -.02500 .32700 1.000

右サイド -.17500 .32700 1.000

左サイド 0.00000 .32700 1.000

中央 -4.37500
* .32700 0.000 * *

PK .05000 .32700 1.000

GA -.85000 .32700 .472

PA右 -1.15000
* .32700 .031 *

PA左 -1.12500
* .32700 .041 *

PA中央 -4.60000* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.22500 .32700 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .07500 .32700 1.000

右CK -.02500 .32700 1.000

右サイド -.17500 .32700 1.000

左CK 0.00000 .32700 1.000

中央 -4.37500* .32700 0.000 * *

PK .05000 .32700 1.000

GA 3.52500* .32700 0.000 * *

PA右 3.22500* .32700 0.000 * *

PA左 3.25000
* .32700 0.000 * *

PA中央 -.22500 .32700 1.000

ミドルｻｰﾄﾞ 4.15000* .32700 0.000 * *

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 4.45000
* .32700 0.000 * *

右CK 4.35000* .32700 0.000 * *

右サイド 4.20000* .32700 0.000 * *

左CK 4.37500
* .32700 0.000 * *

左サイド 4.37500* .32700 0.000 * *

PK 4.42500
* .32700 0.000 * *

GA -.90000 .32700 .334

PA右 -1.20000
* .32700 .018 *

PA左 -1.17500* .32700 .024 *

PA中央 -4.65000
* .32700 0.000 * *

ミドルｻｰﾄﾞ -.27500 .32700 1.000

ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ .02500 .32700 1.000

右CK -.07500 .32700 1.000

右サイド -.22500 .32700 1.000

左CK -.05000 .32700 1.000

左サイド -.05000 .32700 1.000

中央 -4.42500* .32700 0.000 * *

**p<0.01，*p<0.05

左CK

左サイド

中央

PK
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図 14 全試合におけるシュート地点の 1 試合平均シュート数  

 

表 10 では，シュート地点のシュートシーンにおける各項目間の比較

の結果を示した．図 14 ではシュート地点における 1 試合平均シュート

数の結果を示した．シュート地点のシュートシーンにおける結果は，表

10，図 14 に示したように，「 PA 中央」，「中央」には有意な差が認めら

れなかったが，その 2 項目が他の項目よりも有意に高い値を示した（ PA

中央，中央と PA 右以下の項目 p <0 .01）．また，「 PA 右」，「 PA 左」の間

には有意な差は認められなかったが，その 2 項目が「右 C K」，「左サイ

ド」，「左 C K」，「 P K」，「ディフェンディングサード」よりも有意に高い

値を示した（ PA 右， PA 左と右 CK 以下の項目： p<0 .05）．「右 C K」以

下の 5 項目間には有意な差は認められなかった．  
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図 3-4 本稿におけるフィールドの分割  

 

 先行研究 4 ) 1 0 )から，「 PA（ペナルティエリア）中央」が最も多いと仮

定していた．今大会では得点シーン「 PA 中央」が最も多く，シュートシ

ーンでは「 PA 中央」，「中央」が最も多く，仮説とやや異なる結果となっ

た．表 9，10，図 13，14 の結果において，得点シーンは「 PA 中央」，「 GA

（ゴールエリア）」と続き，シュートシーンについても「 PA 中央」，「中

央」が他の項目よりも多いことから，ゴールの正面にあたる中央にボー

ルを集めた方が攻撃の多彩化が考えられるため，シュートチャンスが増

えていると考える．近年の傾向から守備の高度化が見込まれ 2 6 )，最もゴ

ールに近い「 GA」にボールを侵入させることが困難であるため，「 PA 中

央」または「中央」が一番であった．ここから言えることは，最終的な

シュートの地点がゴール幅内に収まるように突破，侵入する傾向にある

と言える．  
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(4 )  用いられたキックの種類  

表 11 用いられたキックの種類の得点シーンの各項目における多重比較  

 

インサイド -.40000
* .09244 .001 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.27500 .09244 .131

インフロント -.12500 .09244 1.000

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .05000 .09244 1.000

トーキック .02500 .09244 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.05000 .09244 1.000

ヘディング -.37500* .09244 .003 * *

ボレー .02500 .09244 1.000

その他 .02500 .09244 1.000

アウトサイド .40000* .09244 .001 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ .12500 .09244 1.000

インフロント .27500 .09244 .131

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .45000
* .09244 .000 * *

トーキック .42500* .09244 .000 * *

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .35000* .09244 .008 * *

ヘディング .02500 .09244 1.000

ボレー .42500* .09244 .000 * *

その他 .42500* .09244 .000 * *

アウトサイド .27500 .09244 .131

インサイド -.12500 .09244 1.000

インフロント .15000 .09244 .993

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .32500* .09244 .022 *

トーキック .30000 .09244 .056

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .22500 .09244 .502

ヘディング -.10000 .09244 1.000

ボレー .30000 .09244 .056

その他 .30000 .09244 .056

アウトサイド .12500 .09244 1.000

インサイド -.27500 .09244 .131

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.15000 .09244 .993

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .17500 .09244 .935

トーキック .15000 .09244 .993

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .07500 .09244 1.000

ヘディング -.25000 .09244 .276

ボレー .15000 .09244 .993

その他 .15000 .09244 .993

アウトサイド -.05000 .09244 1.000

インサイド -.45000
* .09244 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.32500* .09244 .022 *

インフロント -.17500 .09244 .935

トーキック -.02500 .09244 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.10000 .09244 1.000

ヘディング -.42500* .09244 .000 * *

ボレー -.02500 .09244 1.000

その他 -.02500 .09244 1.000

平均値の差
(I-J) 標準誤差 有意確率

アウトサイド

インサイド

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ

インフロント

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ

有意差
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アウトサイド -.02500 .09244 1.000

インサイド -.42500* .09244 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.30000 .09244 .056

インフロント -.15000 .09244 .993

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .02500 .09244 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.07500 .09244 1.000

ヘディング -.40000* .09244 .001 * *

ボレー 0.00000 .09244 1.000

その他 0.00000 .09244 1.000

アウトサイド .05000 .09244 1.000

インサイド -.35000* .09244 .008 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.22500 .09244 .502

インフロント -.07500 .09244 1.000

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .10000 .09244 1.000

トーキック .07500 .09244 1.000

ヘディング -.32500* .09244 .022 *

ボレー .07500 .09244 1.000

その他 .07500 .09244 1.000

アウトサイド .37500* .09244 .003 * *

インサイド -.02500 .09244 1.000

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ .10000 .09244 1.000

インフロント .25000 .09244 .276

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .42500* .09244 .000 * *

トーキック .40000
* .09244 .001 * *

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .32500* .09244 .022 *

ボレー .40000* .09244 .001 * *

その他 .40000* .09244 .001 * *

アウトサイド -.02500 .09244 1.000

インサイド -.42500* .09244 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.30000 .09244 .056

インフロント -.15000 .09244 .993

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .02500 .09244 1.000

トーキック 0.00000 .09244 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.07500 .09244 1.000

ヘディング -.40000
* .09244 .001 * *

その他 0.00000 .09244 1.000

アウトサイド -.02500 .09244 1.000

インサイド -.42500
* .09244 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -.30000 .09244 .056

インフロント -.15000 .09244 .993

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .02500 .09244 1.000

トーキック 0.00000 .09244 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.07500 .09244 1.000

ヘディング -.40000
* .09244 .001 * *

ボレー 0.00000 .09244 1.000

ヘディング

ボレー

その他

トーキック

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

**p<0.01，*p<0.05
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図 15 全試合における用いられたキックの種類の 1 試合平均得点数  

 

表 11 では，用いられたキックの種類の得点シーンにおける各項目間

の比較の結果を示した．図 15 では用いられたキックの種類における 1

試合平均得点数の結果を示した．用いられたキックの種類の得点シーン

における結果は，表 11，図 15 に示したように，「ヘディング」と「イン

サイド」の間には有意な差が認められなかったが，その 2 項目が「スラ

イディング」以下の項目よりも有意に高い値を示した（ヘディングとス

ライディング：p<0 .05，ヘディングとアウトサイド以下の項目：p<0 .01，

インサイドとスライディング以下の項目： p <0 .01）．また，「スライディ

ング」以下の項目の間には有意な差は認められなかった．  

得点シーンに関しては，セットプレーの減少 2 6 )や草野の研究結果 1 0 )，

そして準備局面（図 7），アシスト位置（図 9），シュートの地点（図 13）

の結果から，ポゼッションプレーで「中央」→「 PA 中央」という傾向が

あることが分かった．その結果や草野の研究 1 0 )，そしてサッカーの特徴

的を踏まえるとグラウンダーによるパスだと考えたため，「インサイド」

0
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0.3
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だと仮定していた．しかし，「ヘディング」と「インサイド」に有意な差

が認められなかったため，「ヘディング」と「インサイド」が最も多かっ

た．  

男性を対象としてシュートの傾向分析をした草野の研究 1 0 )の結果や，

準備局面（図 7）でポゼッションプレーが最も多かったことから，正確

なキックが蹴れる「インサイド」が多くなったのは仮説通りであった．

先行研究 1 0 )においてヘディングシュートは，「クロス系のラストパスに

おいては非常に重要なシュート部位であると言える．その根拠としては，

ボールとゴールの同一視のしやすさにあると言える」と示されている．

相手守備にとってはボールとマークマンを同一視に入れづらい 1 0 )こと

が言える．  

 

表 12 ヘディングシュートの準備局面における内訳  

 

 

また，準備局面におけるヘディングシュートの内訳が以上のような結

果（表 12）であった．得点シーンにおいては，セットプレーの一つであ

る「 CK」や「ポゼッション」から得点につながっている割合が高いこと

が分かる．  

準備局面 本数 %
得点 CK 7 39

ポゼッション 5 28
セカンドボール 3 17
FK 2 11
リバウンド 1 5

シュート ポゼッション 42 35
CK 42 35
FK 20 16
トランジション 8 7
セカンドボール 6 5
TIN 3 2
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表 13 得点シーンの内訳  

 

 

また，今大会における得点シーンの内訳が以上のような結果であった

（表 13）． 2011 年に行われたドイツ W 杯では，全得点によるセットプ

レーでの得点の割合が 20 .9%で， 2008 年に行われた北京オリンピック

（ 34 .2%）より減少していた 2 6 )が，今大会（ 2012 年ロンドンオリンピッ

ク）においてセットプレーでの得点は 35.6%（表 13）であり，2008 年，

2011 年の大会より増加していた．  

このように，今大会のセットプレーでの得点が北京オリンピック，ド

イツ W 杯より増加したこと（北京オリンピック 34.2%，ドイツ W 杯 20 .9%

→ 35 .6%）や，ポゼッションから得点シーン，シュートシーン共に最も

多く発生している結果（図 7）と表 12 の結果から，今大会では強固な守

備においていかに狭いスペースで相手 DF にパスカットされることなく

アシストする手段として「浮き球」を使用していたため，ヘディングが

得点シーンにおいて多い結果となったと考える．ますます速く組織的そ

して強固に形成されると予想される守備陣 2 )においてポゼッションやセ

ットプレーからの得点は重要になってくると予想される．  

 

 

 

 

 

得点 %

総得点 73

　オープンプレー 47 64.4

　セットプレー 26 35.6
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表 1 2  用い られ たキ ックの 種類の シュ ー トシー ンの各 項目 に おける 多重比 較  

 

インサイド -.90000 .34289 .335

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -4.70000
* .34289 0.000 * *

インフロント -2.77500
* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0.00000 .34289 1.000

トーキック .02500 .34289 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.27500 .34289 1.000

ヘディング -2.87500
* .34289 .000 * *

ボレー -.90000 .34289 .335

その他 .10000 .34289 1.000

アウトサイド .90000 .34289 .335

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -3.80000
* .34289 0.000 * *

インフロント -1.87500
* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .90000 .34289 .335

トーキック .92500 .34289 .280

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .62500 .34289 .960

ヘディング -1.97500
* .34289 .000 * *

ボレー 0.00000 .34289 1.000

その他 1.00000 .34289 .155

アウトサイド 4.70000
* .34289 0.000 * *

インサイド 3.80000
* .34289 0.000 * *

インフロント 1.92500
* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 4.70000
* .34289 0.000 * *

トーキック 4.72500
* .34289 0.000 * *

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 4.42500
* .34289 0.000 * *

ヘディング 1.82500
* .34289 .000 * *

ボレー 3.80000* .34289 0.000 * *

その他 4.80000
* .34289 0.000 * *

アウトサイド 2.77500* .34289 .000 * *

インサイド 1.87500* .34289 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -1.92500
* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 2.77500* .34289 .000 * *

トーキック 2.80000* .34289 .000 * *

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 2.50000* .34289 .000 * *

ヘディング -.10000 .34289 1.000

ボレー 1.87500* .34289 .000 * *

その他 2.87500* .34289 .000 * *

アウトサイド 0.00000 .34289 1.000

インサイド -.90000 .34289 .335

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -4.70000* .34289 0.000 * *

インフロント -2.77500* .34289 .000 * *

トーキック .02500 .34289 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.27500 .34289 1.000

ヘディング -2.87500* .34289 .000 * *

ボレー -.90000 .34289 .335

その他 .10000 .34289 1.000

平均値の差

(I-J)

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ

有意差有意確率

アウトサイド

インサイド

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ

インフロント

標準誤差
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アウトサイド -.02500 .34289 1.000

インサイド -.92500 .34289 .280

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -4.72500* .34289 0.000 * *

インフロント -2.80000
* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ -.02500 .34289 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.30000 .34289 1.000

ヘディング -2.90000* .34289 .000 * *

ボレー -.92500 .34289 .280

その他 .07500 .34289 1.000

アウトサイド .27500 .34289 1.000

インサイド -.62500 .34289 .960

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -4.42500* .34289 0.000 * *

インフロント -2.50000* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .27500 .34289 1.000

トーキック .30000 .34289 1.000

ヘディング -2.60000* .34289 .000 * *

ボレー -.62500 .34289 .960

その他 .37500 .34289 1.000

アウトサイド 2.87500* .34289 .000 * *

インサイド 1.97500* .34289 .000 * *

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -1.82500
* .34289 .000 * *

インフロント .10000 .34289 1.000

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 2.87500* .34289 .000 * *

トーキック 2.90000
* .34289 .000 * *

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 2.60000* .34289 .000 * *

ボレー 1.97500* .34289 .000 * *

その他 2.97500* .34289 .000 * *

アウトサイド .90000 .34289 .335

インサイド 0.00000 .34289 1.000

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -3.80000* .34289 0.000 * *

インフロント -1.87500* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ .90000 .34289 .335

トーキック .92500 .34289 .280

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ .62500 .34289 .960

ヘディング -1.97500
* .34289 .000 * *

その他 1.00000 .34289 .155

アウトサイド -.10000 .34289 1.000

インサイド -1.00000 .34289 .155

ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ -4.80000* .34289 0.000 * *

インフロント -2.87500* .34289 .000 * *

ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ -.10000 .34289 1.000

トーキック -.07500 .34289 1.000

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ -.37500 .34289 1.000

ヘディング -2.97500
* .34289 .000 * *

ボレー -1.00000 .34289 .155

トーキック

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

ヘディング

ボレー

その他

**p<0.01，*p<0.05
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図 1 6 全試合における用いられたキックの種類の 1 試合平均シュート数  

 

 表 12 では，用いられたキックの種類のシュートシーンにおける各項

目間の比較の結果を示した．図 16 では用いられたキックの種類におけ

る 1 試合平均シュート数の結果を示した．用いられたキックの種類のシ

ュートシーンにおける結果は，表 12，図 16 に示したように，「インステ

ップ」がその他の項目よりも有意に高い値を示した（ p<0 .01）．また，「ヘ

ディング」，「インフロント」の間には有意な差は認められなかったが，

その 2 項目が「インサイド」以下の項目よりも有意に高い値を示した

（ p<0.01）．「インサイド」以下の 7 項目間には有意な差は認められなか

った．  

用いられたキックの種類において，シュートに至った際に「インステ

ップ」が最も多かったことは仮定通りであった．なぜならば，樋口 4 )に

おいて，強固に形成された守備ブロックにより背後のスペースが消され

ている場合の対策としてロングシュートを打ち，相手にロングシュート

を警戒させ中盤でプレッシャーをかけさせることにより，相手守備陣の
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背後にスペースを作らせる戦術がある．世界の女子サッカーの守備が素

早く強固な守備を形成する傾向になっている 2 )ことから，強く速いシュ

ートが打てるインステップ 2 0 )を用いて前述した戦術を展開していると

考えたからである．しかし，そのインステップシュートの内 SP を除き，

ショートシュートとロングシュートで比較した結果（図 17），ショート

シ ュ ー ト が ロ ン グ シ ュ ー ト よ り 優 位 に 高 い 値 を 示 し た （ t=3 .103 ，

p<0 .01）．この結果から狭いスペースでシュートする際に早く強いボー

ルが蹴れる「インステップ」を用いたことが分かる．またこの結果と前

述した得点シーンにおける結果（「インサイド」が多い）から，狭いスペ

ースで得点に至るためには，早く強いボールが蹴れる「インステップ」

よりも正確なボールが蹴れる「インサイド」が適していることが考えら

れる．  

 

図 17  インステップシュートのショートシュートロングシュートの比較  
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(5 )  シュート時間  

 

図 18 全試合における 1 試合平均得点数と① 1 試合平均シュート数の  

前後半比較  

 

図 18 には全試合における 1 試合平均得点数及び 1 試合平均シュート

数の前後半の本数の比較を示した． 1 試合平均得点数と 1 試合平均シュ

ート数の両項目において，前半と後半の間に有意な差は認められなかっ

た．  
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表 15 シュート時間（前半）の得点シーンの各項目における多重比較  

 

 

図 19 全試合の前半 15 分毎における 1 試合平均得点数  

 

表 15 では，シュート時間（前半）の得点シーンにおける各項目間の

比較の結果を示した．図 19 ではシュート時間（前半）における 1 試合

平均シュート数の結果を示した．シュート時間（前半）のシュートシー

ンにおける結果は，表 15，図 19 に示したように，「 1～ 15」，「 16～ 30」，

「 31～ 45」の間には有意な差が認められなかったが，「 16～ 30」が「 46

～」よりもが有意に高い値を示した（ p<0.05）．  

16～30 -.05000 .10779 .998

31～45 .02500 .10779 1.000

46～ .27500 .10779 .068

1～15 .05000 .10779 .998

31～45 .07500 .10779 .982

46～ .32500
* .10779 .018 *

1～15 -.02500 .10779 1.000

16～30 -.07500 .10779 .982

46～ .25000 .10779 .123

1～15 -.27500 .10779 .068

16～30 -.32500
* .10779 .018 *

31～45 -.25000 .10779 .123

**p<0.01，*p<0.05

16～30

31～45

46～

有意差

平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

1～15

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

46～ 31～45 1～15 16～30
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均
得
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数
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表 1 6 シュート時間（前半）のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

 

図 20 全試合の前半 15 分毎における 1 試合平均シュート数  

 

表 16 では，シュート時間（前半）のシュートシーンにおける各項目

間の比較の結果を示した．図 20 ではシュート時間（前半）における 1

試合平均シュート数の結果を示した．シュート時間（前半）のシュート

シーンにおける結果は，表 16，図 20 に示したように，「 1～ 15」，「 16～

30」，「 31～ 45」の間には有意な差が認められなかったが，その 3 項目が

「 46～」よりもが有意に高い値を示した（ p<0.01）．  

16～30 -.10000 .34258 1.000

31～45 0.00000 .34258 1.000

46～ 1.67500
* .34258 .000 * *

1～15 .10000 .34258 1.000

31～45 .10000 .34258 1.000

46～ 1.77500
* .34258 .000 * *

1～15 0.00000 .34258 1.000

16～30 -.10000 .34258 1.000

46～ 1.67500
* .34258 .000 * *

1～15 -1.67500
* .34258 .000 * *

16～30 -1.77500
* .34258 .000 * *

31～45 -1.67500
* .34258 .000 * *

**p<0.01，*p<0.05

有意確率

1～15

16～30

31～45

46～

有意差

平均値の差

(I-J) 標準誤差
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表 17 シュート時間（後半）の得点シーンの各項目における多重比較  

 

 

図 21 全試合の後半 15 分毎における 1 試合平均得点数  

表 17 では，シュート時間（後半）の得点シーンにおける各項目間の

比較の結果を示した．図 21 ではシュート時間（後半）における 1 試合

平均得点数の結果を示した．シュート時間（後半）の得点シーンにおけ

る結果は，表 17，図 21 に示したように，「 1～ 15」，「 16～ 30」，「 31～ 45」

の間には有意な差が認められなかったが，「 16～ 30」，「 31～ 45」が「 46

～」よりもが有意に高い値を示した（ p<0.05）．  

16～30 -.17500 .10008 .403

31～45 -.15000 .10008 .584

46～ .12500 .10008 .763

1～15 .17500 .10008 .403

31～45 .02500 .10008 1.000

46～ .30000
* .10008 .019 *

1～15 .15000 .10008 .584

16～30 -.02500 .10008 1.000

46～ .27500
* .10008 .040 *

1～15 -.12500 .10008 .763

16～30 -.30000
* .10008 .019 *

31～45 -.27500
* .10008 .040 *

16～30

31～45

46～

有意差

平均値の差

(I-J) 標準誤差 有意確率

1～15

**p<0.01，*p<0.05

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

46～ 1～15 31～45 16～30

平
均
得
点
数
(本

)

平均得点数



58 

 

表 1 8 シュート時間（後半）のシュートシーンの各項目における多重比較  

 

 

 図 22 全試合の後半 15 分毎における 1 試合平均シュート数  

表 18 では，シュート時間（後半）のシュートシーンにおける各項目

間の比較の結果を示した．図 22 ではシュート時間（後半）における 1

試合平均シュート数の結果を示した．シュート時間（後半）のシュート

シーンにおける結果は，表 18，図 22 に示したように，「 1～ 15」，「 16～

30」，「 31～ 45」の間には有意な差が認められなかったが，その 3 項目が

「 46～」よりもが有意に高い値を示した（ p<0.01）．  

16～30 .02500 .38864 1.000

31～45 -.25000 .38864 .988

46～ 1.57500
* .38864 .000 * *

1～15 -.02500 .38864 1.000

31～45 -.27500 .38864 .980

46～ 1.55000
* .38864 .001 * *

1～15 .25000 .38864 .988

16～30 .27500 .38864 .980

46～ 1.82500
* .38864 .000 * *

1～15 -1.57500
* .38864 .000 * *

16～30 -1.55000
* .38864 .001 * *

31～45 -1.82500
* .38864 .000 * *

平均値の差

(I-J)

**p<0.01，*p<0.05

有意確率

1～15

16～30

31～45

46～

有意差標準誤差

0.0

1.0

2.0

3.0

46～ 16～30 1～15 31～45

平
均
シ
ュ
ー
ト
数

(本
)

平均シュート数



59 

 

本項目において，今大会のシュートシーンの傾向は以上のような傾向

であった．得点シーンにおいては， FIFA のテクニカルレポート 2 )から， 

a .  前後半比では，後半が多くなる  

b .  前半では，「 1～ 15 分」が最も多く，次いで「 16～ 30 分」が多くなる  

c .  後半では，「 1～ 15 分」が最も多く，次いで「 30～ 45 分」が多くなる  

と仮定した．すべての項目について仮説と異なる結果であった．今大会

では，このような結果であったが，これまでこれに関する研究がなくデ

ータも存在しない．加えて，本研究では今大会に限定した研究のため，

今回の結果だけではこの傾向にあるとは言い難い．今後このデータを基

にデータを蓄積することによって，傾向がはっきりすると思われる．  
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IV .  結論  

①  決勝トーメンと進出チームと予選リーグ敗退チームでは 1 試合平均

得点数，1 試合平均シュート数ともに闕所トーナメント進出チームが

有意に高い値を示した．  

②  シュートの結果に関しては，「枠外両サイド」，「枠内」，「ブロック」

が最も多かった．  

③  シュート前の状況の準備局面に関しては，得点シーン，シュートシ

ーン共に「ポゼッション」が最も多かった．アシ スト位置は，シュ

ートシーンにおいて「中央」が最も多かった．レシーブ局面は，得

点シーン，シュートシーン共に「ワンタッチ」が最も多かった．  

④  シュートの地点に関しては，得点シーンにおいて「 PA 中央」が最も

多く，シュートシーンにおいては「 PA 中央」，「中央」が最も多かっ

た．  

⑤  用いられたキックの種類に関しては，得点シーンについては「ヘデ

ィング」，「インサイド」が最も多く，シュートシーンについては「イ

ンステップ」が最も多かった．  

⑥  シュート時間の前後半比においては，「 46～」よりも有意に高い値を

示した．  

 以上の結果から，世界の女子サッカーのシュート傾向は①ポゼッショ

ンサッカー，②強固な守備対策のシュートの傾向にあると言える．先行

研究から本研究は男子サッカーと女子サッカーのシュート傾向が全て一

致することはないと仮定して分析を行った．しかし，本研究の結果から

世界の女子サッカーのシュート傾向が男子サッカーのシュート傾向に近

づきつつあると言える．  
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1 .  国別の試合分析結果  

(1 )  アメリカ  

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 2 GA 5 6
ブロック 27 PA右 2 8
ポスト跳ね返り 2 PA左 1 15
得点 17 PA中央 4 46
枠外バー越え 14 ミドルｻｰﾄﾞ 0 2
枠外両サイド 29 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 26 右CK 0 0
シュート 100 右サイド 0 0

左CK 1 1
左サイド 0 0

準備局面 中央 3 27
得点(点) シュート(本) PK 1 0

CK 2 11
FK 2 16
PK 1 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 1 アウトサイド 0 0
TIN 0 6 インサイド 5 7
セカンドボール 1 15 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 5 37
トランジション 5 13 インフロント 2 17
遅攻 6 41 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 1 トーキック 0 2

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 2 7
ヘディング 3 29

アシスト位置 ボレー 0 6
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 2
PA右 0 4
PA左 3 4 シュート時間
PA中央 2 12 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 2 24 前半 1～15 1 16
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 1 0 16～30 3 13
右CK 0 8 31～45 3 14
右サイド 1 11 46～ 0 1
左CK 1 3 合計 7 44
左サイド 1 8
中央 4 26
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 3 16
16～30 3 6

レシーブ局面 31～45 3 9
得点(点) シュート(本) 46～ 0 3

ワンタッチ 9 57 合計 9 34
トラップ 1 19
ドリブル 5 26

得点(点) シュート(本)
延長 延長前半 0 4

延長後半 1 2
合計 0 6
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(2 )  日本  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 2 5
ブロック 20 PA右 0 7
ポスト跳ね返り 0 PA左 1 7
得点 7 PA中央 4 30
枠外バー越え 8 ミドルｻｰﾄﾞ 0 0
枠外両サイド 18 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 18 右CK 0 0
シュート 64 右サイド 0 2

左CK 0 0
左サイド 0 0

準備局面 中央 0 13
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 0 6
FK 2 7
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 1 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 1 5 インサイド 2 6
セカンドボール 1 11 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 18
トランジション 0 14 インフロント 2 18
遅攻 2 20 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 1 0 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 1 2
ヘディング 2 14

アシスト位置 ボレー 0 5
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 2
PA右 0 2
PA左 1 7 シュート時間
PA中央 1 7 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 4 4 前半 1～15 0 11
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 1 16～30 1 14
右CK 0 3 31～45 3 4
右サイド 0 6 46～ 0 1
左CK 0 1 合計 4 30
左サイド 1 10
中央 0 18
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 1 10
16～30 2 14

レシーブ局面 31～45 0 10
得点(点) シュート(本) 46～ 0 0

ワンタッチ 4 35 合計 3 34
トラップ 0 12
ドリブル 3 14
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(3 )  カナダ  

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 2 GA 2 4
ブロック 15 PA右 0 5
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 5
得点 12 PA中央 9 15
枠外バー越え 2 ミドルｻｰﾄﾞ 0 0
枠外両サイド 14 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 15 右CK 0 0
シュート 48 右サイド 0 3

左CK 0 1
左サイド 0 0

準備局面 中央 1 15
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 2 7
FK 1 8
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 1 5 インサイド 3 6
セカンドボール 2 11 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 19
トランジション 1 3 インフロント 1 4
遅攻 5 12 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 1
リバウンド 0 1 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 1 3
ヘディング 3 12

アシスト位置 ボレー 1 3
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 1
PA右 0 1
PA左 0 2 シュート時間
PA中央 1 5 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 1 4 前半 1～15 2 10
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 1 16～30 2 7
右CK 1 3 31～45 1 3
右サイド 3 7 46～ 0 0
左CK 1 1 合計 5 20
左サイド 2 6
中央 2 15
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 1 8
16～30 2 7

レシーブ局面 31～45 2 7
得点(点) シュート(本) 46～ 1 1

ワンタッチ 9 28 合計 6 23
トラップ 0 9
ドリブル 2 9

得点(点) シュート(本)
延長 延長前半 0 3

延長後半 0 0
合計 0 3
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(4 )  フランス  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 1 GA 4 4
ブロック 27 PA右 2 11
ポスト跳ね返り 1 PA左 0 8
得点 11 PA中央 4 42
枠外バー越え 11 ミドルｻｰﾄﾞ 0 1
枠外両サイド 44 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 32 右CK 0 1
シュート 116 右サイド 0 0

左CK 0 1
左サイド 0 0

準備局面 中央 1 47
得点(点) シュート(本) PK 0 1

CK 2 14
FK 1 3
PK 0 1 用いられたキックの種類
GKキック 0 1 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 0 3 インサイド 1 9
セカンドボール 2 27 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 5 45
トランジション 1 17 インフロント 0 24
遅攻 3 50 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 1
リバウンド 2 0 トーキック 1 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 2
ヘディング 4 21

アシスト位置 ボレー 0 12
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 1 2
PA右 2 9
PA左 1 2 シュート時間
PA中央 0 15 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 1 16 前半 1～15 3 12
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 1 11
右CK 1 7 31～45 2 13
右サイド 1 10 46～ 0 2
左CK 2 3 合計 6 38
左サイド 0 8
中央 2 41
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 12
16～30 2 23

レシーブ局面 31～45 3 35
得点(点) シュート(本) 46～ 0 7

ワンタッチ 9 59 合計 5 77
トラップ 0 32
ドリブル 2 22
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(5 )  ブラジル  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 1 5
ブロック 15 PA右 1 2
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 8
得点 6 PA中央 2 17
枠外バー越え 9 ミドルｻｰﾄﾞ 0 4
枠外両サイド 24 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 23 右CK 0 3
シュート 71 右サイド 0 0

左CK 0 0
左サイド 1 2

準備局面 中央 0 30
得点(点) シュート(本) PK 1 0

CK 1 9
FK 2 6
PK 1 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 0
TIN 0 1 インサイド 3 2
セカンドボール 0 12 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 25
トランジション 0 13 インフロント 1 24
遅攻 2 29 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 0 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 0
ヘディング 2 13

アシスト位置 ボレー 0 6
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 2
PA右 0 2
PA左 1 3 シュート時間
PA中央 0 4 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 6 前半 1～15 2 16
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 0 11
右CK 0 3 31～45 0 15
右サイド 1 4 46～ 0 0
左CK 1 2 合計 2 42
左サイド 0 10
中央 1 27
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 9
16～30 1 11

レシーブ局面 31～45 3 6
得点(点) シュート(本) 46～ 0 0

ワンタッチ 3 32 合計 4 26
トラップ 0 15
ドリブル 1 16
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(6 )  イギリス  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 1 10
ブロック 10 PA右 1 8
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 3
得点 5 PA中央 1 12
枠外バー越え 5 ミドルｻｰﾄﾞ 0 2
枠外両サイド 23 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 16 右CK 0 0
シュート 54 右サイド 0 3

左CK 0 0
左サイド 0 1

準備局面 中央 2 14
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 0 9
FK 2 8
PK 0 1 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 0 1 インサイド 2 3
セカンドボール 1 3 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 2 20
トランジション 0 7 インフロント 1 10
遅攻 2 23 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 2 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 0
ヘディング 0 17

アシスト位置 ボレー 0 3
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 0
PA右 1 1
PA左 0 4 シュート時間
PA中央 1 3 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 5 前半 1～15 1 2
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 2 11
右CK 0 5 31～45 0 15
右サイド 1 9 46～ 0 3
左CK 0 2 合計 3 31
左サイド 1 7
中央 1 16
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 11
16～30 1 8

レシーブ局面 31～45 1 5
得点(点) シュート(本) 46～ 0 1

ワンタッチ 3 29 合計 2 25
トラップ 1 13
ドリブル 0 9
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(7 )  ニュージーランド  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 1 2
ブロック 5 PA右 0 2
ポスト跳ね返り 1 PA左 0 0
得点 3 PA中央 2 8
枠外バー越え 3 ミドルｻｰﾄﾞ 0 3
枠外両サイド 11 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 12 右CK 0 0
シュート 32 右サイド 0 1

左CK 0 0
左サイド 0 0

準備局面 中央 0 16
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 1 3
FK 0 6
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 0
TIN 0 3 インサイド 0 4
セカンドボール 1 8 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 14
トランジション 0 3 インフロント 0 8
遅攻 1 9 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 0 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 0
ヘディング 2 5

アシスト位置 ボレー 0 1
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 0
PA右 1 1
PA左 0 0 シュート時間
PA中央 0 6 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 8 前半 1～15 0 3
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 0 3
右CK 0 1 31～45 1 8
右サイド 0 2 46～ 0 0
左CK 1 2 合計 1 14
左サイド 1 3
中央 0 8
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 1 9
16～30 1 2

レシーブ局面 31～45 0 5
得点(点) シュート(本) 46～ 0 1

ワンタッチ 2 18 合計 2 17
トラップ 0 10
ドリブル 1 4
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(8 )  スウェーデン  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 2 GA 2 1
ブロック 8 PA右 0 6
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 2
得点 7 PA中央 3 17
枠外バー越え 4 ミドルｻｰﾄﾞ 0 0
枠外両サイド 15 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 14 右CK 0 0
シュート 43 右サイド 0 1

左CK 0 0
左サイド 0 0

準備局面 中央 2 16
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 1 5
FK 0 1
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 2 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 2 0
TIN 1 2 インサイド 2 3
セカンドボール 1 7 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 1 14
トランジション 2 12 インフロント 0 10
遅攻 2 14 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 2
リバウンド 0 0 トーキック 0 1

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 1
ヘディング 1 8

アシスト位置 ボレー 0 4
得点(点) シュート(本) その他 1 0

GA 0 0
PA右 1 2
PA左 0 4 シュート時間
PA中央 0 2 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 1 3 前半 1～15 2 5
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 4 9
右CK 1 3 31～45 0 4
右サイド 1 6 46～ 0 2
左CK 0 2 合計 6 20
左サイド 3 5
中央 0 15
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 6
16～30 1 8

レシーブ局面 31～45 0 9
得点(点) シュート(本) 46～ 0 2

ワンタッチ 7 27 合計 1 25
トラップ 0 8
ドリブル 0 6
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(9 )  カメルーン  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 1 1
ブロック 8 PA右 0 4
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 1
得点 1 PA中央 0 5
枠外バー越え 3 ミドルｻｰﾄﾞ 0 2
枠外両サイド 10 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 7 右CK 0 1
シュート 28 右サイド 0 1

左CK 0 0
左サイド 0 1

準備局面 中央 0 12
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 1 4
FK 0 5
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 0 1 インサイド 0 1
セカンドボール 0 5 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 15
トランジション 0 9 インフロント 0 7
遅攻 0 4 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 0 トーキック 0 1

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 0
ヘディング 1 2

アシスト位置 ボレー 0 1
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 0
PA右 0 2
PA左 0 1 シュート時間
PA中央 1 0 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 8 前半 1～15 0 5
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 1 16～30 0 3
右CK 0 2 31～45 0 5
右サイド 0 2 46～ 0 0
左CK 0 0 合計 0 13
左サイド 0 2
中央 0 6
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 4
16～30 1 6

レシーブ局面 31～45 0 3
得点(点) シュート(本) 46～ 0 1

ワンタッチ 1 8 合計 1 14
トラップ 0 8
ドリブル 0 7
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(10 )  コロンビア  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 0 2
ブロック 5 PA右 0 1
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 1
得点 0 PA中央 0 2
枠外バー越え 4 ミドルｻｰﾄﾞ 0 3
枠外両サイド 14 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 5 右CK 0 0
シュート 28 右サイド 0 3

左CK 0 0
左サイド 0 0

準備局面 中央 0 16
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 0 1
FK 0 12
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 1
TIN 0 0 インサイド 0 1
セカンドボール 0 4 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 16
トランジション 0 4 インフロント 0 7
遅攻 0 7 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 0 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 2
ヘディング 0 1

アシスト位置 ボレー 0 0
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 0
PA右 0 0
PA左 0 2 シュート時間
PA中央 0 1 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 1 前半 1～15 0 1
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 0 6
右CK 0 1 31～45 0 4
右サイド 0 3 46～ 0 0
左CK 0 0 合計 0 11
左サイド 0 2
中央 0 10
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 6
16～30 0 4

レシーブ局面 31～45 0 7
得点(点) シュート(本) 46～ 0 2

ワンタッチ 0 7 合計 0 19
トラップ 0 9
ドリブル 0 4
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(11 )  朝鮮民主主義人民共和国  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 0 2
ブロック 5 PA右 0 3
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 2
得点 2 PA中央 2 4
枠外バー越え 6 ミドルｻｰﾄﾞ 0 0
枠外両サイド 7 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 9 右CK 0 0
シュート 27 右サイド 0 0

左CK 0 0
左サイド 0 1

準備局面 中央 0 15
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 0 2
FK 0 4
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 2
TIN 0 0 インサイド 1 2
セカンドボール 1 6 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 0 12
トランジション 0 9 インフロント 0 6
遅攻 0 6 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 1
リバウンド 1 0 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 1
ヘディング 0 3

アシスト位置 ボレー 0 0
得点(点) シュート(本) その他 1 0

GA 1 0
PA右 0 1
PA左 0 0 シュート時間
PA中央 1 4 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 0 3 前半 1～15 0 5
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 1 16～30 0 2
右CK 0 0 31～45 1 3
右サイド 0 3 46～ 0 0
左CK 0 2 合計 1 10
左サイド 0 1
中央 0 11
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 0 7
16～30 0 6

レシーブ局面 31～45 1 3
得点(点) シュート(本) 46～ 0 1

ワンタッチ 1 13 合計 1 17
トラップ 1 6
ドリブル 0 7



78 

 

(12 )  南アフリカ  

 

 

 

 

 

 

シュートの結果 シュートの地点
シュート数(本) 得点(点) シュート(本)

バー跳ね返り 0 GA 0 2
ブロック 0 PA右 0 1
ポスト跳ね返り 0 PA左 0 1
得点 1 PA中央 0 5
枠外バー越え 3 ミドルｻｰﾄﾞ 1 1
枠外両サイド 11 ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0
枠内 9 右CK 0 0
シュート 23 右サイド 0 0

左CK 0 0
左サイド 0 1

準備局面 中央 0 12
得点(点) シュート(本) PK 0 0

CK 0 1
FK 0 0
PK 0 0 用いられたキックの種類
GKキック 0 0 得点(点) シュート(本)
ゴールキック 0 0 アウトサイド 0 0
TIN 0 1 インサイド 0 1
セカンドボール 0 4 ｲﾝｽﾃｯﾌﾟ 1 16
トランジション 1 6 インフロント 0 1
遅攻 0 10 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｷｯｸ 0 0
リバウンド 0 1 トーキック 0 0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 0 0
ヘディング 0 4

アシスト位置 ボレー 0 1
得点(点) シュート(本) その他 0 0

GA 0 2
PA右 0 1
PA左 0 1 シュート時間
PA中央 0 0 得点(点) シュート(本)
ミドルｻｰﾄﾞ 1 2 前半 1～15 0 1
ﾃﾞｨﾌｪﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｰﾄﾞ 0 0 16～30 0 7
右CK 0 0 31～45 0 6
右サイド 0 6 46～ 0 0
左CK 0 0 合計 0 14
左サイド 0 1
中央 0 10
PK 0 0 得点(点) シュート(本)

後半 1～15 1 2
16～30 0 4

レシーブ局面 31～45 0 3
得点(点) シュート(本) 46～ 0 2

ワンタッチ 0 14 合計 1 11
トラップ 0 6
ドリブル 1 3


